
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第２１教区第５９番清水寺 

住所：宮城県仙台市泉区松森字鹿島３－１ 

 

寺院の被害 

・ 地震により、本堂、庫裡、その他の建物が半壊した。 

・ 境内の土木構造物（墓地）の地すべりにより擁壁が膨らむなどの被害が生じ

ている。 

寺院の現状 

・ 精神的肉体的疲労を抱えている。 

・ 墓地の工事は震災の年に完了した。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなり一時的な転居を強いられた檀信徒がいるが、居住

先はほぼ把握している。 

・ 寺院檀信徒の墓石９割が倒壊した。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ・ 全壊または大規模半壊の被害を受けた住宅や商店が多数ある。 

復興の状況 

・ 復旧の目途は立っている。９割程度進んでおり、５年以内の復旧完了を計画

している。 

（Ｈ２５.９.４現在） 

               

（撮影Ｈ２５.１０.７） 


